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タ収集は半構成的面接法を用い、期間は 2017年 9月～2019年 3月であった。 
【結果と考察】対象者は 15 名（男性 6 名、女性 9 名）、平均 69.9 歳、面接平均時間は 51
分、診断後の期間は平均 24ヶ月、MMSEの平均は 19.8であった。分析の結果、軽度認知
症の人がとらえる『8つの自己』、《5つの局面》が生成された。軽度認知症の診断を受けた
人のとらえる自己は、尊厳を踏みにじられる『蔑ろにされる自己』、自ら身を守り『閉ざし
ていく自己』となることで、悔しさや不条理さをもちながら自ら可能性をあきらめ《縮小す
る》安全な世界の中で生きていた。そして身体、心理、社会的な曖昧な喪失により湧きあが
るネガティブな思考や観念を頭から拭い去ることができず、『心やすまらない自己』となり、
たえず生活に入り込んだ《曖昧な喪失に翻弄され（る）》ていた。そして『ずれてくる自己』
『統制がとれない自己』になることによって、過去から少し先の未来において、自己の連続
性を保ち、維持することや自らの心や身体の統制をとることが難しく、バラバラに《遊離（す
る）》しそうになる状況について情けなさや恐怖心を抱き、時には自らを卑下し、自尊心の
低下を招く揺れ動く世界の中で生きていた。しかし時には病に対し『抗い奮起する自己』と
なり、時には『やり過ごせる自己』となることによって、人生の中で獲得してきた知恵を総
動員し、日常生活の中であらわれる困りごとや苦悩は完全に解消されることはないが、それ
らをもち続けて生きていく強さやしなやかさ、忍耐強さなど人生の中で《懸命に知恵を活用
（する）》していた。このように認知機能障害や認知症症状の影響により、自己の連続性を
保つことが難しい状況にありながらも、自らで過去から近い未来について、自己の連続性を
保ち、自らで自己の連続性を保つことが困難な時には、他者との相互作用の中で、空白にな
った記憶を補完されることで『連続性を保つ自己』となり、不安状態を回避し《連続性を保
（つ）》ち、懸命に生きようとしていた。 
【看護への示唆】本研究の知見は、認知症の病の初期にある軽度認知症の人がとらえる自己
を理解し、認知症の人やその家族を支える手がかりとなるだけではなく、今後、政策、教育、
実践開発において活用することができると考える。 
 
審査結果の要旨 
本研究は精神看護専門看護師として活動している土岐氏が、認知症をもつ人とその家族
に対する看護実践を通して研究の問いを見出し発展させたものである。 
 高齢化に伴い世界的に認知症の患者数が増加している。日本においても認知症の有病者
数の増加は目覚ましく、それに伴い増大する医療費への対策は急務であり、認知症をもつ人
が病とともに生きていくことができる環境整備を目指す新オレンジプランが推進されてい
る。このような動向を背景に、認知症の早期診断がすすめられ、初期の段階で診断される人
が増加している。しかし一方で、早期診断はされてもサービスを受けるまでの空白の期間が
拡大しているとの指摘もあり、当事者は十分な支援を受けることができない中で、困惑する
当事者と家族が試行錯誤しながら生活せざるを得ない状況が生じている。 
 本研究は認知症の病をもつ人が捉える自己に焦点を当てた研究であり、認知機能に病を
抱える人が苦悩しつつ、自己に対峙している姿を記述するという野心的な研究である。認知
症の病をもつ人がとらえる自己を「身体も精神も含み、自らや認知症にまつわる体験による
コントロール感、社会の中での立ち位置、感情、信念・価値観との自身や社会との相互作用
によって、生成・維持・変容される流動的な構造」であると定義し、認知症の病のプロセス
の中でも初期にある軽度認知症をもつ人 15名の体験の語りを質的帰納的に分析し、軽度認
知症の診断を受けた人のとらえる自己を明らかにしている。 
本研究の独創的な点は、軽度認知症の診断を受けた人のとらえる自己が、『蔑ろにされる
自己』『閉ざしていく自己』『心やすまらない自己』『ずれてくる自己』『統制がとれない自己』
『抗い奮起する自己』『やり過ごせる自己』『連続性を保つ自己』の 8つから成ることを明ら
かにしたことである。軽度認知症をもつ人が、診断された途端に社会との相互作用が閉ざさ
れ、疎外される自己や、認知機能の低下によって違和感や不安に苛まれ統制がとれない自己
を体験するといった、自己の脆弱な側面をとらえていた。そして脆弱な自己を守り自己を保
持するために、社会から閉じ、独自の世界を構築してその中で生きることで自己の連続性を
保ったり、人生で獲得してきた知恵を発揮することで自己を保つといった、強靭さも備えた
自己をとらえていた。 
これら 8つの軽度認知症をもつ人の自己は、流れゆく変化するプロセスであり、その時々
の体験の意味、解釈により現れるものである。このような脆弱さと強さを内包する自己が明
らかなったことは、学術的かつ臨床実践への活用としての意義が大きい。 
さらに 8つの自己の特徴から、軽度認知症をもつ人のとらえる自己を《縮小する》《曖昧
な喪失に翻弄される》《遊離する》《懸命に知恵を活用する》《連続性を保つ》の 5つの局面
から成る構造として表している。記憶の障害をもちながらも、過去・現在・未来という時間
をつなぐ《連続性を保つ》自己が要であり、《連続性を保つ》自己が軸となって 5つの局面
のバランスをとり続けることで軽度認知症をもつ人の自己が保たれていることを示した点
も、独創的であり臨床的な意義がある。 
また、土岐氏のこれまでの認知症の病を持つ病者に対する専門看護師としての関わり、卓
越した臨床判断力によって、真実性のある豊かな語りを導くことができており、研究の確か
さを保証してもいる。 
今後は本研究の成果を基に、認知症をもつ人を支援するガイドラインの開発を行い看護
実践で活用することや、知見を看護教育で活用し、さらに研究を発展させていくことが期待
でき、認知症をもつ人の尊厳を守るケアや看護学の発展に貢献すると評価した。 
以上のことから、本審査委員会では、本論分は研究への着眼点、研究への着実な取り組み、
丁寧な分析過程、研究成果の独創性、研究成果の有用性、実践への発展性、精神看護学の発
展に寄与する学術的価値があり、博士（看護学）の学位授与に値する研究成果であることを
認めた。 
 
